
 

 

令和８年７月２２日 

 

 所沢市長 小野塚 勝俊 様 

 

所沢市市民部指定管理者選定委員会  

                       委員長  山屋 貴裕 

 

 

所沢市民文化センター指定管理者候補者認定報告書 

 

 下記により、所沢市民文化センターの指定管理者候補者として、公益財団法人 所沢市

文化振興事業団を認定します。 

 

記 

 

 

１ 指定の期間  令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで（３年間） 

 

 

２ 非公募の理由 

現指定管理者である公益財団法人所沢市文化振興事業団は、地域社会の発展と豊かな

市民生活の形成に寄与することを目的として、所沢市民文化センターの開館に伴い設立

された団体であり、自主事業、地域・市と連携した事業など、市の文化振興施策を推進

するための３０年以上にわたり管理運営を担ってきた実績と、専門的な企画を実現する

ノウハウの蓄積があることから、安定した経営が期待できるため。 

また、施設や設備の不具合が生じた際は、事業者や施設利用者との連絡調整など、迅

速かつ適切な対応が必要となるが、現管理者は前回の大規模改修やコロナ禍での管理運

営の実績があり、利用者の安全の確保や施設の安定した運営を行うことができるため。 

 

 

３ 総評価点   ８７１点／ 得点割合：７７．７７％ 

          （委員１名につき１４０点／委員８名の総計１，１２０点満点） 

※別紙「指定管理者申請者評価結果集計表」参照 

 

 



４ 総合評価 

（１）これまでの実績や市との関係性を生かして、安定的に充実した事業の実施がな

されると期待できる。 

（２）利用者の安全安心を確保しながら魅力ある事業を展開し、引き続き、市民の日

常生活に潤いと活力を与え市民福祉の向上に貢献していくものと評価できる。 

（３）収支計画・収支管理にあっては、ＤＸを用いた施設利用者の利便性が向上する

運用方法の検討のほか、事業内容の精査や経費削減などコスト意識を持った経

営が求められる。 

 

 

５ 付帯意見 

   特になし 

 

 

事務局 市民部地域づくり推進課 


